
田村駅周辺空間活用事業

令和４年２月

長浜市都市建設部都市計画課田村駅周辺整備室
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これまでの経過
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※徒歩600ｍ圏：高齢者でも移動可能な範囲

●滋賀文教短期大学

◎田村駅

●長浜バイオ大学ドーム

田村駅周辺整備エリア （田村駅周辺地区まちなかウォーカブル推進事業エリア）



田村駅周辺整備基本計画の概要

長浜市は「田村駅周辺整備基本計画※」（平成３０年５月策定）に基づき事業中
※田村駅周辺地域における短期・中期（おおむね１０年以内）の整備計画

■まちの現状と課題

○三大都市圏及び滋賀県南部への人口流出の抑制／定住できる環境の整備

○地域のにぎわいの低下／地域資源を生かした課題解決と地域活性化

○民間開発による農と住の虫食い土地利用への懸念／計画的な市街地を誘導

■基本計画

バリアフリーが行き届き、安全で
誰もが安心して暮らせるまち

日常ニーズが満たされ、活気があり
多世代が定住できる魅力的なまち

地域資源と多様な主体がつながり
「地域力」が向上されたまち

周辺に自然や農地などの緑が残り
環境と調和し、居心地がよいまち

■まちづくりの方向性

■まちづくりの進め方

多様な主体で育てる“成長都市”
～ 産・官・学・金・労・言による一体型まちづくり ～



【参考資料】田村駅を中心とするまちづくり事業等

駅前広場の整備（東口）
駐車場・駐輪場の整備

湖岸における沿道
サービスの立地促進

卸売市場と連携した
駅前の魅力づくり

市街化区域の拡大

官民連携による
住宅地整備の推進
（土地区画整理事業）

道路修景整備

市主体の事業（赤色が短期、青色が中期）
その他の取組（赤色が短期、青色が中期）

※短期はおおむね５年以内、中期はおおむね10年以内とする

事業

取組

都市計画道路の整備
市街化区域の拡大

駅前広場の整備
（西口）

駅から湖岸までの回遊性を持った
オープンスペースづくり

湖岸緑地整備の促進

民間開発の促進駅舎改築の推進
（自由通路含む）

産・官・学連携によるエ
リアマネジメント

田村駅を中心とするまちづくり事業等

エリア 優先順位 市主体の事業 その他の取組

生活利便

機能誘導

エリア
短期

田村駅舎改築事業※（自由

通路整備含む）、駅前広

場（東口）整備事業、駐

車場整備事業、駐輪場整

備事業、都市計画道路整

備事業

民間開発の促進（商業施

設・住宅）

中期
卸売市場と連携した魅力

づくり
学術・新

産業集積

エリア

短期
駅前広場（西口）整備事

業

産・官・学連携によるエ

リアマネジメント

中期

駅西オープンスペース整

備事業、湖岸緑地整備事

業

湖岸沿道サービスの立地

促進

居住誘導

エリア 短期

住宅地整備事業（土地区

画整理事業等）、民間開

発の促進（住宅）
既存集落

エリア 中期
道路修景整備事業

市街化周

縁区域 中期
市街化区域の拡大

○田村駅を中心とするまちづくり事業等の体系図



田村駅周辺整備では、どんな整備をするのか？

田村駅周辺の魅力を活かした、地域課題を解決する整備とは、どんな？

地域資源と多様な主体がつながる整備とは、どんな？

Ｒ２ → Park(ing)Day2020 「1日限定で道路を小さな公園に変える」

デザインコンセプト 『ひとつなぎの風』

心地よい風を目と耳で感じる、人と人がつながる、くつろげる場の創出

静 風鈴 動

静と動のアクティビティをさざなみトンネルがつなぐ！

ひとつなぎの風

さざなみ
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3つの駅をSLベンチでめぐる！
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○アンケート結果試行
結果 ※来場者数157人（受付簿集計）

（男性73名、女性65、子ども19名）

○メディア掲載

・中日新聞

・ぼてじゃこ

・風鈴の音が心地よかった
・湖畔の風を肌で感じられる
・写真映えする

・コーヒーを買って一息つけた

・落書きができるのがよかった

・親子でゆっくり使える

さざなみトンネル

ねすごし駅

おあそび駅

くつろぎ駅

Test

実験・検証
改善

Prototype

試作

Ideate

アイデア
創出

Define

問題定義
Empathize

観察共感



○アンケート結果

田村地域の好きなところ ８割以上の人が「琵琶湖」を選択。

田村地域に求めるもの ５割の人が1.緑の豊かな緑地公園 2.子どもが遊べる公園 3.飲食店を選択。

整備が望まれるもの 琵琶湖や田村山などの自然環境 子どもの遊び場

試行
結果



令和３年度



田村駅周辺整備では、どんな整備をするの？

〇検討テーマ

“子育て層などの若い世代が住みたい”

→ 子どもが遊べる、子育てしやすい公共空間 ⇒ 滋賀文教短期大学

“のどかで居心地のよい環境とうまく調和したまち”

→ びわ湖や田村山などの自然環境を活かす公共空間 ⇒ 滋賀県立大学

“多様な主体がつながり、地域力が向上されたまち”

→ 長浜中心市街地での実践から田村へフィードバック ⇒ 長浜バイオ大学
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引用：https://nagahama36.com/picnicbase/ 引用：https://www.nagazine.jp/picnicbase/



田村駅周辺整備では、どんな整備をするの？

「キャンプのひろば」を踏まえた、田村の自然を活かした整備について

→子育て世代だけでなく、多様な主体が自然を活かした整備に期待

「まちの魅力マップ」を用いた案内マップや散策コース等の整備について

→写真やパースでなく、思いが伝わるイメージスケッチでつくる魅力マップづくり

「学生の活動」を支える拠点づくりについて

→３大学という“学生”による活性化のポテンシャルを活かす

田村駅東口広場整備について

→交通結節点としてのくつろぎの場、交流拠点としての情報発信の場を“自然”

を盛り込んだ空間に



参考資料



地域アンケート
田村町生まれの人の回答 田村町へ転入した人の回答

5（24.0％）

田村の良さは、自然環境と交通環境
田村町へ転入した人の回答

選んだ理由は、土地と交通利便性



「田村駅及び周辺の整備に期待する意見

駅舎の改修や商業施設が
整備されることを望む

地域の活性化のためには、
子どもが安心して活動できる場や子育て世代が交流できる場・機会が必要



出かける場所
買い物以外は公園・自然

必要なのは、遊具、トイレ、駐車場

子育て世代アンケート

子育て環境には、子どもを遊ばせられる
公共施設と安全・安心

住みたいまちは、子育てサービスの充実
と自然環境の豊かさなど

ミスマッチ



企業アンケート

田村地域の魅力は、自然

住みたいまち＝子どもが安心して遊べる場所
交通アクセスが良い場所


